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★町の人口★人口10,192( 16）男4,818( 7）女5,374( 9）世帯合計3,407(12) 62年4月末日現在1内は前月との比較です 
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①暴力のない明るい住み 

良い町づくり②生活環境 

の形成③暴力追放宣言都 

市して社会環境の浄化の 

推進④老人の生きがい対 

策の充実と老人憩の家、 

シルバー人材センターの 

建設⑤住民と行政との英 

知を結集し計画的な行財 

政運営による財政再建に 

努力します 

緑と清流・陶器の町赤池。 

活気ある町づく りをめざ 

し、子供や若者、老人が 

安心して暮らせる町、住 

民が主人公の町政をめざ 

します 

〇財政再建に努力いたし 

ます 

0 行革審を尊重した、議 

員活動を行います 

0 企業誘致の推進をはか 

り、明るい豊かな町づ 

くりに務めます 

温くもりに満ちた郷土赤 

池のまちづくりを――。 

私の政治に対する考え方 

は人間すべて平等対等と 

いう事から発しています。 

恵れない人々や不幸な人 

々がどこに行ってもその 

意見が聞いてもらえない 

時、私はその最後の聞き 

手になりたい。 

赤池町の発展を願って、 

安定した企業の育成と、 

企業誘致に努力し、産炭 

地跡地の鉱害復旧と併せ 

て地域の環境整備により 

一層の情熱をもって当り 

なお赤池町民の健康と友 

好の和を願って体育の向 

上にも寄与することを私 

の抱負とします。 

町にビッグな活力を―。 

私は衆知を結集して郷土 

赤池町の浮揚発展に務め 

ます。選挙後の住民の関 

心は選ばれた者がどんな 

仕事をしようとするのか 

という点だと思います。 

従って議会人として自分 

のめざす町政を大いに論 

議して町の発展を目指し 

ていきます。 
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議長あいさつは 

2面にあります 

今回は無投票で議員とな 

り、その上厚生委員長の 

大役を受け身のひきしま 

る思いです。 数多くの 

皆様方と、対話に対話を 

重ね町の発展のため、又 

町住民が主役である行政 

を推進してまいります。 

今後も皆様方の御指導を 

お願いします。簡単です 

が私の決意とします。 

初心を忘れず鵬り高ぶら 

ない、謙虚な気持で赤池 

町の発展、赤池町住民の 

ための議員活動をしたい。 

豊かで建全な心の人づく 

り、町づくり、豊かな心 

をはぐくむ環境づくり、 

郷土づくりに皆様方のご 

期待に添えるよう、誠意 

と努力をもって専念する 

覚悟です。 

町民の皆様に対し信頼と 

サービスの行き届いた行 

政と、赤池町町議会議員 

として恥じる事のない議 

会造りに努力致したいと 

思っています 

〇一般失対の枠の拡大 

0 開就65歳の首切り反対 

〇特開の1年間延長を継 

続 

〇身障者の職場の充実を 

図る 

0 身障者の施設を建てる 

こと 
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①初心忘れずの心情で事 

を処理したい 

②高齢化社会に向って老 

人福祉の充実に努力し 

たい 

「長いものには巻かれろ」 

という古い体質を破り、 

町民1人ひとりがはっき 

りと意見を言える赤池町 

になるよう、微力ながら 

努力したい。 

過去4年間の経験を生か 

し町民の為の議員として 

の責務に全力をつくしま 

す①田川は恐い暴力のま 

ちとのイメージをなくし 

暴力追放、絶滅し明るい 

まちづく りに全力を尽し 

ます②生活環境の整備、 

鉱害復旧、企業誘致なら 

びに福祉、教育に全力を 

つくします。 

副議長あいさつ 

は2面にあります 

紹介します私たちの顔です 
赤池町議会議員 

明るく豊かな町づく りを 

目指すグ 

①赤池町総合計画の推進 

②町財政の健全化 

③同和教育の推進 

この度無投票で当選させ 

ていただきました。これ 

もひとえに皆様方のご尽 

力の賜と深く感謝を申し 

上げます。今期はいよい 

よ三期目という大切な節 

目を迎えました。常に初 

心を忘れず努力を続けま 

す。皆様方のご意見どし 

どしお聞かせ下さい。 

I各嘗年季壁琴邑、冨惨,長1 
｛ての1也委員は議席順の順番です I 

~なお紙面の都合で内容を変えない範囲で抱負~ 

、を割愛しました。ご容赦下さい 
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新任 の あ 一
一
 議会だより 

赤池町議会議長 水永康雄 赤池町議会副議長 小松 春義 

新緑の風もさわやかな頃、町民の皆様にはますますご健勝のこととお喜び 

申し上げます。 

さる5月9日、選挙後の初議会におきまして不肖私、議員の皆様方の御推 

挙によりまして議長の要職につかせていただき、その重責と使命の重大さを 

痛感するとともに微力ながら最善を尽くして職務の遂行に適進いたすべく心 

を新たにしておるところでございます。 

赤池町は積極的な諸施策の推進により町勢の発展はまことに目ざましいも 

のがありますが、まだ数多くの重要問題が山積されております。町の重要課 

題である財政の立て直しは国の行財政改革による地方財政措置の削減、産炭地 

域の切捨て等、併せ自主財源に乏しい赤池町の財政再建は非常に厳しいもの 

があります。 
議会といたしましては国に政策の改善を強く働きかけ、企業誘致の促進、 

鉱害問題等諸問題の解決に全力をあげ取り組んでまいる所存でございます。 

地域社会は激動する経済社会情勢の中で日々進展し変革している現在、議会も 

行政もこれに的確に対処しなければなりません。私達議員は住民の声と心を 

代表し、代弁するだけにとどまらず一歩踏み出して常に住民の中に飛び込み 

対話を重ね住民の皆様の悩みと声を汲み取りながら町政に反映させ、住民全 

体の福祉向上と地域社会の活力のある発展を目指して積極的に努力すること 

が責務であると深く認識いたしております。 住民の皆様方のよき公僕とし 

て全力をつくしたいと念願いたしております。議会は赤池町の将来を展望し 

活力ある町づくりのため 「第2次赤池町総合計画」 に沿い、その実現に向っ 

て執行部局と相協調し町民の皆様のお力をお借りしながら住みよい町づくり 

に誠心誠意取り組んでまいります。 

終りに住民の皆様の遠慮のないご助言とご鞭捷をお願いいたしまして私の 

就任のあいさつといたします。 

さわやかな初夏の季節、町民の皆様にほますま 

すご清栄のこととお喜び申し上げます。 

さて、私このたびの4 月26日に執行された赤池 

町議会議員の一般選挙後初の議会においてご推挙 

を受け副議長の要職につかせていただくことにな 

りました。 

こんにち赤池町をとりまく行財政はかつてない 

厳しいものがあり、その責任の重大さを痛感する 

ものですが、住民の皆様のご支援のもとに誠心誠 

意努力してまいる所存であります。 

ご承知のように基幹産業を擁しない本町の財政 

状況は、年を追って逼迫の度を増しており、今年 

はまさにその正念場を迎えました。議会といたし 

ましても町当局と一体となり農業の振興商業の育 

） 成をはじめ工場誘致等を積極的に行い、雇用の安 

） 定をはかり活力ある町づくりを進め財政危機から 

の脱却を計ってまいる決意であります。 

今回の議員の選挙は無投票となりましたが、町 

政の推進に当っては、町民の皆様1人ひとりの意 

見、要望を＋分に聞き町政に反映させ明るい町づ 

くりを進めてまいります。 

終りに望み皆様のご協力を心からお願い申し上 

げまして私の就任のご挨拶といたします。 
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議
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（
初
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会
）
が
五
月
九
日
開
催
さ
 

れ
、
議
長
、
副
議
長
が
決
ま
り
総
務
、
 

産
建
、
厚
生
の
三
つ
の
常
任
委
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、
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て
い
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よ
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又
、
五
月
二
十
二
日
に
は
第
六
回
五
 

月
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

議
案
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容
は
次
の
と
お
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で
す
。
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別
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計
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‘
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追
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六
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ま
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付
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よ
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十
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り
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で
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町
立
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院
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職
 

高
度
な
医
療
技
術
と
親
身
な
診
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で
 

私
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ち
に
親
し
ま
れ
、
尊
敬
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て
い
 

ま
し
た
。
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医
師
 

外
科
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長
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摩
衆
三
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師
 

の
両
医
師
が
、
ニ
カ
年
の
県
衛
生
部
よ
 

り
の
派
遣
期
間
が
終
了
し
、
五
月
三
十
 

一
日
を
も
っ
て
町
立
病
院
を
退
職
し
ま
 

し
た
。
 

両
医
師
は
「
赤
池
町
住
民
の
健
康
は
 

私
た
ち
の
手
で
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
若
 

さ
と
情
熱
で
地
域
医
療
に
取
組
み
、
着
 

実
に
そ
の
成
果
を
上
げ
て
こ
ら
れ
ま
し
 

た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
 

た。 
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桑
野
先
生
は
、
小
倉
の
労
災
病
院
に
 

就
職
さ
れ
、
詫
摩
先
生
は
、
黒
崎
の
九
 

州
厚
生
年
金
病
院
で
研
修
さ
れ
る
こ
と
 

に
な
り
ま
し
た
。
お
二
人
の
活
躍
を
お
 

祈
り
致
し
ま
す
。
 

又
、
後
任
医
師
と
し
て
、
同
じ
く
、
 

自
治
医
大
の
医
学
部
卒
業
生
の
 

整
形
外
科
 
田
中
宏
道
医
師
 

外
科
 

日
野
富
夫
医
師
 

そ
し
て
町
並
ら
び
に
町
議
会
か
ら
要
請
 

し
て
い
ま
し
た
、
医
師
増
員
の
成
果
と
 

し
て
 

内
科
 

武
富
章
医
師
 

が
、
診
療
し
て
下
さ
い
ま
す
。
 

六
月
一
日
か
ら
、
常
勤
医
師
と
し
て
 

石
尾
院
長
と
、
鷹
瀬
医
師
に
新
し
く
就
 

任
さ
れ
ま
し
た
三
名
を
加
え
、
今
ま
で
 

の
四
名
か
ら
、
五
名
と
な
り
、
医
療
サ
 

ー
ビ
ス
も
更
に
充
実
す
る
こ
と
に
な
り
 

ま
す
。
 

な
お
、
新
任
の
先
生
の
紹
介
は
来
月
 

号
で
掲
載
し
ま
す
。
 

整形外科医長 

桑野 正 

こ
の
度
、
転
勤
す
る
こ
と
に
な
り
ま
 

し
た
。
赤
池
町
立
病
院
に
勤
め
た
こ
の
 

2
年
間
、
自
分
な
り
に
少
し
で
も
良
い
 

よ
う
に
と
努
力
し
た
つ
も
り
で
す
が
、
 

赤
池
町
の
皆
様
に
は
不
足
に
思
え
た
ろ
 

う
と
危
倶
し
て
お
り
ま
す
。
 

や
っ
と
整
形
外
科
の
基
礎
作
り
が
出
 

来
て
き
た
段
階
で
の
転
勤
で
す
の
で
残
 

念
に
思
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
整
形
外
 

科
の
専
門
の
先
生
に
来
て
い
た
だ
く
こ
 

と
に
な
り
、
安
心
す
る
と
と
も
に
、
今
 

後
の
発
展
と
皆
様
に
少
し
で
も
満
足
し
 

て
い
た
だ
く
体
勢
を
作
っ
て
行
く
こ
と
 

を
望
む
次
第
で
す
。
 

赤
池
町
立
病
院
は
町
の
人
口
の
割
に
 

は
ベ
ッ
ト
数
が
少
な
く
、
ぜ
ひ
近
々
に
 

ベ
ッ
ト
の
増
床
が
必
要
で
あ
り
、
関
係
 

者
各
位
、
町
民
の
皆
様
の
御
協
力
を
お
 

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

最
後
に
、
皆
様
が
御
健
康
で
あ
り
ま
 

す
よ
う
お
祈
り
し
ま
す
。
 

外 科医長 

詫摩 衆三 

赤
池
町
立
病
院
に
赴
任
し
て
早
や
一
一
 

年
の
歳
月
が
過
ぎ
、
こ
の
度
、
黒
崎
の
 

九
州
厚
生
年
金
病
院
で
臨
床
研
修
に
励
 

ま
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
コ
 

念
願
の
手
術
室
も
稼
動
し
始
め
、
ま
 

た
、
町
立
病
院
と
し
て
の
形
が
出
来
つ
 

つ
あ
る
こ
の
時
に
赤
池
を
去
ら
ね
ば
な
 

ら
な
い
の
は
、
非
常
に
淋
し
く
残
念
で
 

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
私
達
自
治
医
大
 

卒
業
生
と
し
て
の
義
務
で
あ
り
、
勝
手
 

を
お
許
し
下
さ
い
。
 

町
民
の
方
々
に
は
、
私
の
よ
う
な
若
 

輩
の
医
者
で
も
何
か
と
頼
り
に
し
て
下
 

さ
り
、
ま
た
時
に
は
厳
し
い
御
指
導
を
 

賜
わ
り
、
今
後
の
人
生
に
と
っ
て
大
き
 

な
励
み
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
手
術
を
 

受
け
ら
れ
た
患
者
さ
ん
や
、
入
院
患
者
 

さ
ん
を
後
に
去
っ
て
行
く
の
が
一
番
心
 

残
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
後
任
の
日
野
 

先
生
は
、
私
以
上
に
熱
心
で
か
つ
優
秀
 

な
外
科
医
で
す
の
で
、
期
待
し
て
あ
た
 

た
か
く
見
守
っ
て
あ
げ
て
下
さ
い
。
 

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
良
き
仕
事
の
 

機
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た
日
野
町
長
、
 

町
民
の
み
な
さ
ん
、
石
尾
院
長
を
は
じ
 

め
、
多
く
の
先
輩
諸
氏
、
町
立
病
院
ス
 

タ
ッ
フ
の
方
々
に
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。
 

水道週間一1日～7日（厚生省） 
人権擁護委員の日一1日（法務省） 



」
 

⑤
 

理事会ルポ 

体
琉
事
行
部
 

基
本
路
線
を
提
唱
 

琉 
1I 

赤
池
体
協
（
大
島
勇
夫
会
長
）
の
中
枢
神
経
に
あ
た
る
理
事
会
が
5
月
 

20 

日
夜
、
町
民
会
館
で
開
催
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
町
内
各
種
ス
ポ
ー
ッ
大
 

会
の
日
程
等
が
慎
重
に
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
 

と
く
に
こ
の
日
は
、
新
年
度
初
の
会
議
と
あ
っ
て
、
今
田
常
務
理
事
か
ら
 

『
体
協
理
事
の
任
務
、
役
割
り
』
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
新
任
の
地
域
 

理
事
さ
ん
へ
明
確
な
道
標
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
 

野
球
、
続
い
て
バ
レ
ー
 

第
一
回
理
事
会
は
、
当
面
す
る
各
種
 

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
内
容
審
議
か
ら
。
 

ま
ず
町
内
大
会
は
5
月
 31 

日
、
6
月
 

7
日、 

14
 

日
の
軟
式
野
球
、
 
21
 

日
開
講
 

の
硬
式
テ
ニ
ス
教
室
、
そ
し
て
 28 

日
の
 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、
バ
ド
ミ
ン
ト
、
ノ
 

大
会
と
、
め
じ
ろ
押
し
の
日
程
。
 

一
方
、
郡
体
関
係
で
は
、
別
稿
「
体
 

協
ス
ポ
ッ
ト
、
郡
体
の
日
程
決
ま
る
」
 

の
日
程
が
確
認
さ
れ
、
・
時
ま
さ
に
ス
ポ
 

ー
ツ
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
を
実
感
。
 

理
事
会
を
研
修
の
場
に
 

新
年
度
の
初
会
議
に
、
今
田
常
務
理
 

事
の
 
「
赤
池
体
協
か
く
進
ま
ん
」
の
提
 

唱
が
実
に
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
花
を
添
え
 

ま
し
た
。
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

【
体
協
の
指
針
】
ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
 

て
、
心
に
ゆ
と
り
、
い
い
汗
流
そ
う
。
 

【
理
事
会
の
あ
り
方
】
行
事
日
程
等
、
 

決
ま
っ
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る
だ
け
 

の
会
議
に
は
し
た
く
な
い
。
地
域
や
競
 

技
団
体
の
意
見
や
要
望
、
い
ろ
ん
な
課
 

題
を
持
ち
寄
っ
て
、
話
合
い
、
悩
み
、
 

苦
し
み
、
そ
こ
か
ら
解
決
策
を
見
い
出
 

す
 
「
ハ
ー
ト
の
会
」
 
に
し
た
い
。
 

【
理
事
の
任
務
】
理
事
は
、
地
域
や
競
 

技
団
体
の
代
表
者
。
従
っ
て
、
各
種
大
 

会
の
人
集
め
係
員
で
は
な
い
。
理
事
は
 

体
協
と
地
域
、
団
体
と
の
パ
イ
プ
役
と
 

必
 

ー人の心の 

豊かさを 

ーもとめて 
『父の日』 

最近、〇〇の日 

というと、品物の 

プレゼントで感謝 

の意を表わしがち 

です。 

しかし、場合に 

よっては、腕によ 

りをかけた手料理 

の方が 

6 月21日は父の 

日、あなたの笑顔 

もお忘れなく。 

ま
た
も
雨
に
泣
く
 

5
月
 17 

日、 

さ
わ
や
か
体
育
祭
 
予
定
の
第
 26
 

回
 

町
民
体
育
祭
は
、
前
日
夜
半
か
ら
の
雨
 

で
ま
た
も
中
止
、
最
近
は
隔
年
毎
の
行
 

事
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
 

各
地
域
共
、
フ
ル
パ
ワ
ー
で
準
備
に
 

叫m
瓢
鞍
糾
恥
・
二
 

、 
岳
 

外
国
で
の
人
権
思
想
の
歴
史
は
 18 

世
 

紀
後
半
か
ら
生
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
思
 

想
は
、
そ
の
時
代
、
時
代
の
影
響
を
う
 

け
て
作
り
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

日
本
で
の
人
権
を
尊
び
大
切
に
す
る
 

運
動
は
、
明
治
時
代
の
自
由
民
権
運
動
 

や
戦
前
の
婦
人
参
政
権
運
動
な
ど
と
と
 

も
に
、
水
平
社
の
部
落
差
別
撤
廃
運
動
 

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
運
動
は
大
変
、
大
 

き
な
役
割
を
は
た
し
て
き
ま
し
た
。
 

日
本
で
最
初
の
人
権
宣
言
と
い
わ
れ
 

る
水
平
社
宣
言
は
、
そ
の
中
で
「
わ
れ
 

ひ
／
、
つ
 

わ
れ
は
、
か
な
ら
ず
卑
屈
な
る
言
葉
と
 

き
ょ
う
だ
 

「
」
う
い
 

怯
儒
な
る
行
為
に
よ
っ
て
、
祖
先
を
は
 

ぼ
う
と
く
 

づ
か
し
め
、
人
間
を
冒
漬
し
て
は
な
ら
 

ぬ
。
そ
う
し
て
人
の
世
の
冷
た
さ
が
、
 

ど
ん
な
に
冷
た
い
か
、
人
間
を
い
た
わ
 

取
り
組
み
、
総
合
優
勝
め
ざ
し
た
も
の
 

の
、
な
ん
と
憎
い
雨
。
“
…
雨
ニ
モ
負
ケ
 

。
ス
…
り
は
遠
い
昔
の
話
 

？・ 

郡
体
の
日
程
き
ま
る
 

田
川
郡
の
 

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
、
第
 26 

回
郡
民
体
育
 

大
会
が
、
7

月
5

日
か
ら
日
曜
日
毎
に
 

糸
田
町
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

本
町
は
今
年
も
、
体
協
の
競
技
団
体
 

や
蒼
い
会
（
青
年
団
体
）
を
中
心
に
選
 

手
団
を
結
成
し
、
郷
土
の
名
誉
を
か
け
 

て
今
大
会
に
挑
戦
し
ま
す
。
今
年
の
競
 

技
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
 

7
月
5
日
ー
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
 

ノ
 

"r

ミ
 

象
「
い
●
駿
』
敏
誓
・
護
 ●
峯
報
馴
驚
悼
，
善
f
・言％4
,
，
×
：
J
・ 

J' 

,J
。
「
；
'
 

る
事
が
何
ん
で
あ
る
か
を
よ
く
知
っ
て
 

い
る
わ
れ
わ
れ
は
、
心
か
ら
人
生
の
熱
 

が
ん
き
ゅ
う
ら
い
さ
ん
 

と
光
を
願
求
礼
讃
す
る
も
の
で
あ
る
四
 

と
人
間
の
あ
る
べ
き
姿
、
人
間
の
大
切
 

さ
、
人
権
の
尊
さ
を
強
く
訴
え
て
い
ま
 

す。 家
庭
や
地
域
、
職
場
な
ど
、
私
た
ち
 

が
社
会
生
活
を
し
て
い
く
上
で
自
分
自
 

身
の
人
権
と
と
も
に
、
他
の
・
人
の
人
権
 

を
も
守
っ
て
い
か
な
く
て
は
、
明
る
い
 

平
和
な
社
会
は
実
現
で
き
ま
せ
ん
。
 

人
権
を
無
視
す
る
こ
と
が
容
認
さ
れ
 

る
よ
う
な
社
会
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
 

も
し
か
す
る
と
、
戦
前
の
日
本
の
社
会
 

の
よ
う
に
逆
も
ど
り
を
し
て
し
ま
う
か
 

も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
私
た
ち
 

は
、
き
ち
ん
と
し
た
正
し
い
考
え
を
も
 

っ
て
差
別
反
対
、
人
権
尊
重
の
運
動
を
 

推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

な
っ
て
、
当
面
す
る
諸
問
題
の
解
決
に
 

こ
そ
奔
走
す
べ
き
で
、
そ
の
精
神
は
、
 

地
域
の
他
の
役
員
さ
ん
と
何
ら
目
的
を
 

異
に
す
る
も
の
で
は
な
い
。
 
一
人
で
動
 

か
ず
、
た
く
さ
ん
の
協
力
者
を
得
て
、
 

ト
ロ
イ
カ
方
式
で
お
世
話
し
よ
う
。
 

お
わ
び
 
先
月
号
の
 
「
社
会
教
育
団
 

体
始
動
」
の
記
事
中
、
大
島
勇
夫
体
協
 

会
長
の
取
り
扱
い
に
不
備
な
点
が
あ
り
 

大
島
会
長
お
よ
び
関
係
者
に
大
変
迷
惑
 

を
お
か
け
し
ま
し
た
。
紙
上
か
ら
お
詫
 

び
い
た
し
ま
す
。
 

（
編
集
子
）
 

当

 

▲
町
民
体
育
祭
が
雨
で
 

去

ザ

 
流
れ
た
。
一
昨
年
も
雨
に
 

費
泣
い
た
の
で
、
ま
た
流
れ
 

み
r
 

た
と
い
っ
た
方
が
ピ
ッ
タ
 

，

 

り
の
感
が
す
る
▲
実
は
こ
 

の
体
育
祭
で
、
教
委
は
今
春
勇
退
し
 

た
小
松
利
道
前
会
長
へ
感
謝
状
を
贈
 

る
予
定
だ
っ
た
。
小
松
さ
ん
は
 57 

年
 

7
月
か
ら
実
に
5
年
余
の
間
、
赤
池
 

体
協
を
支
え
て
き
た
人
だ
。
永
い
間
、
 

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
感
謝
状
は
 20
 

日
の
理
事
会
で
、
浦
田
教
育
長
か
ら
 

贈
呈
さ
れ
た
▲
ご
苦
労
さ
ま
は
、
雨
 

に
ほ
ん
弄
さ
れ
た
地
域
役
員
、
競
技
 

役
員
さ
ん
に
も
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
 

実
行
委
員
さ
ん
は
勿
論
、
3
月
末
か
 

ら
要
項
づ
く
り
の
事
務
局
の
皆
さ
ん
 

に
も
0

そ
し
て
雨
の
前
日
、
黙
も
く
 

と
ラ
イ
ン
を
計
っ
た
教
委
職
員
諸
兄
 

に
、
改
め
て
『
ご
苦
労
さ
ま
』
。
 

八
区
『
竹
の
子
』
が
V
2
 

k
・一
 

2
位
は
七
区
オ
リ
オ
ン
第
一
一
 ソー 
将一 

10 回 

5
月
 10 

日
、
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

が
、
さ
わ
や
か
な
五
月
晴
れ
の
も
と
で
 

で
、
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
（
大
 

熱
戦
を
く
り
広
げ
ま
し
た
。
 

穂
稔
会
長
）
の
主
催
に
よ
る
親
子
ソ
フ
 

各
チ
ー
ム
と
も
攻
守
に
わ
た
り
練
習
 

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
が
、
日
頃
、
 

各
地
区
よ
り
 19 

チ
ー
ム
、
約
三
百
名
 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
は
無
縁
の
お
母
さ
ん
 

ン
ト
ン
。
 
12 

日
ー
卓
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
 

ル。 

19 

日
ー
陸
上
競
技
、
バ
レ
ー
、
軟
 

式
テ
ニ
ス
、
柔
道
、
剣
道
、
相
撲
、
軟
 

式
野
球
。
 
26 

日
ー
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
、
水
 

泳
、
弓
道
。
 

（
高
齢
者
G

・
B

は
5

月
 

22 

日
に
開
催
、
本
町
は
見
事
総
合
優
勝
。
 

テ
ニ
ス
教
室
開
設
 

こ
と
し
で
3
年
 

目
を
迎
え
る
テ
ニ
ス
教
室
（
硬
式
）
を
 

6
月
 21 

日
か
ら
開
設
し
ま
す
。
初
心
者
 

歓
迎
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。
 

（
註
）
こ
の
稿
に
つ
い
て
、
申
込
み
等
 

の
ご
相
談
は
、
赤
池
体
協
事
務
局
（
合
 

28 

1
4
1
0
0

）
へ
ど
う
ぞ
。
 

一
事
●
●
3
y
叫
黛
欝
“
言
差
海
葦
書
雲
訟
麟
曹
 

臓
騎
欝
懸
護
発
「
舞
」
・
 

翠
議
轟
ー
」
・
「
緯
裏
舞
灘
集
 

7
月
は
、
同
和
問
題
 

啓
発
強
調
月
間
で
す
。
 

赤
池
町
で
は
こ
の
期
間
 

中
、
同
和
問
題
に
つ
い
 

て
皆
ん
な
で
考
え
、
皆
 

ん
な
で
話
し
合
い
、
同
 

和
問
題
を
正
し
く
理
解
 

す
る
と
と
も
に
、
私
た
 

ち
一
人
ひ
と
り
の
問
題
 

で
あ
る
こ
と
の
認
識
を
 

よ
り
深
め
て
い
た
だ
き
 

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
 

差
別
を
な
く
し
て
、
 

明
る
い
社
会
を
つ
く
る
 

た
め
、
赤
池
町
同
和
教
育
推
進
協
議
会
 

（
同
推
協
）
で
は
、
同
強
調
月
間
の
多
 

彩
な
催
し
の
一
環
で
、
 

「
標
語
」
、
「
ポ
 

【写真は2連覇をよろこぶ『竹の子』子ども会I:) 

と、熱戦ガ板屋vs緑ケ丘】 

l

ノ

）

 

ア
 

.ノ、ノ 

需  『伝統』と『因襲』 
『伝統』の正しい姿は、それが固有の特 

質を保ちながら常に発展的流動性、即ち現 

代性を失わないときに見ることができます。 

ですから、伝統は、昔ながらの風習をうけ 

つぐだけで改善が行われない因襲とは、自 

づと区別されます。 

【写真は、早朝、赤池駅横の駐輪場を清掃す 

る河野善和さんと蔭久イセ子さん（車道1)] 

ス
タ
ー
」
、
 

「
作
文
」
を
広
く
町
民
の
 

皆
さ
ん
か
ら
募
集
い
た
し
ま
す
。
具
体
 

的
な
応
募
要
領
は
次
 

の
と
お
り
で
す
。
 

〇
内
 

容
 
差
別
 

を
し
な
い
、
さ
せ
な
 

い
、
人
権
を
尊
び
、
 

明
る
い
平
和
な
社
会
 

の
建
設
を
推
し
進
め
 

る
内
容
の
作
品
を
期
 

待
し
ま
す
。
 

〇
応
募
方
法
 

●
6

月
 20 

日
締
切
り
 

●
作
品
に
は
住
所
・
 

氏
名
・
年
令
・
性
 

別
を
必
ず
書
い
て
 

下
さ
い
。
 

・
応
募
作
品
は
、
赤
池
町
同
和
教
育
推
 

進
協
議
会
に
お
い
て
選
考
し
、
 

「
広
報
 

あ
か
い
け
」
 
に
掲
載
し
ま
す
。
 

達
の
珍
プ
レ
ー
、
好
プ
レ
ー
が
随
所
に
 

見
ら
れ
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
 

今
年
は
、
子
ど
も
自
ら
が
運
営
に
あ
 

た
り
、
司
会
進
行
や
連
絡
、
受
付
、
記
 

録
の
仕
事
を
無
事
果
た
し
、
ひ
と
味
ち
 

が
っ
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
日
の
成
績
は
、
攻
守
に
ま
と
ま
 

り
、
親
子
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
と
れ
た
 

八
区
『
竹
の
子
』
子
ど
も
会
が
、
2
年
 

連
続
優
勝
を
果
し
ま
し
た
。
準
優
勝
は
 

地
区
の
大
応
援
を
背
に
受
け
、
初
の
優
 

勝
杯
を
手
に
し
よ
う
と
頑
張
っ
た
七
区
 

オ
リ
オ
ン
子
ど
も
会
で
し
た
。
 

7
日
に
歯
み
が
き
大
会
 

『
健
康
は
歯
か
ら
』
を
合
言
葉
に
、
毎
 

年
歯
の
衛
生
週
間
中
に
行
な
わ
れ
る
「
 

健
康
づ
く
り
歯
み
が
き
大
会
」
が
、
こ
 

と
し
も
6
月
7

日
（
日
）
午
後
1
時
か
 

ら
、
同
和
対
策
中
央
研
修
所
で
。
 

子
ど
も
会
の
皆
さ
ん
、
ま
っ
白
い
歯
 

で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ネ
。
 

女~ 

又
、
応
募
さ
れ
た
作
品
は
、
広
く
啓
 

蒙
啓
発
の
資
料
と
し
て
紹
介
し
ま
す
。
 

・
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
を
贈
り
、
「
広
 

報
あ
か
い
け
」
掲
載
分
に
は
記
念
品
を
 

贈
り
ま
す
。
 

●
提
出
先
 

赤
池
町
大
字
赤
池
九
七
〇
番
地
 

赤
池
町
教
育
委
員
会
宛
 

電
話
 

二
八
ー
四
一
〇
〇
 

今
月
の
解
放
講
座
 

と
 
き
 

と
こ
ろ
 

6
月
 24
 

日
（
水
曜
日
）
 

午
後
7
時
 30 

分
か
ら
 

同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

自
己
を
見
つ
め
、
暮
し
を
高
め
 

る
解
放
講
座
へ
、
み
な
さ
ん
さ
そ
 

い
あ
っ
て
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
 

気象記念日一-1日（気象庁） 土砂災害防止月間一-1日～30日（建設省） 

フー 



' ' 1 
ー〇意欲ある農業従事者、農業後継者の発見、 

育成に努める 

ー〇農用地の高度利用により、生産性の向上と 

経営規模の拡大を図るため、農地の中核農 

家への流動化、農業組織の統一化、経営の 

協業化を促進する 

ー0滅反地における麦、大豆の生産を奨励する 

とともに、加工、出荷体制の整備を促進す 

る 

ー〇特産物として、その名を高めつつある赤池 

梨、花弁等については、その品質向上およ 

び団地化をはかる 

ー〇農協、商工会の協力のもとに、農産物の高 

次加工化および効果的宣伝についての研究 

を促進する 

ー〇地元の農産物はまず地元で消費する運動を 

推進するため、地元での流通、販売ルート 

を確立する 

ー〇上野地区の観光地としての整備に伴い、観 

光農業、町民農園等への展開を検討する 

讐
一
次
赤
池
町
 

総
合
計
画
 

-1 ）農 業 

農豪の所得向上を目指し、農家のI 

ぐ． 

%.& L里I 円」 オ 
’、Q

)主役はめ昏や 

消費者の需要動向を適確に把え、 

都市近郊の立地特性を生かした効率 

の良い農業への展開をはかる。 

ー〇伝統的工芸品である上野焼の顕彰と宣伝、 

および後継者育成のための技術伝承施設と 

して伝統産業会館建設を促進する 

ー〇上野焼および田川地域の焼物後継者を育成 

するため、隔芸専門学校の誘致を促進する 

ー〇赤池工場団地を緑のインダストリアルパー 

クと位置づけ、無公害企業の誘致を積極的 

に展開する。 また、住宅地に混在する中小 

工場の団地内への誘致を促進する 

ー〇より質の高い労働力の供給のために、技術 

の先端化に対応した職業訓練施策の誘致を 

すすめる 

知恵を結集し単に作るだけの農業か 

ら消費者の需要動向に柔軟に対応で 

きる地域の特性を生かした農業への 

転換を推進する。 

このため、生産基盤の整備、農地 

の流動化、組織の育成強化、農業技 

術の高位平準化、流通ルートの確保 

等に努め、本町の特色ある生産物で 

ある赤池梨、花木栽培を奨励すると 

ともに、新しい特産物の形成及びこ 

れら農産物の高次加工化についての 

研究を進める。 

また、北九州市、直方市等の都市 

近郊の特性を生かし、都市住民と農 

業のふれあうまちとしてソフトな農 

業の展開をはかる。 

『ふれあい広場』 

住民の就業の場を確保し、生活の 

安定向上をはかるため、工場の誘致 

に努めるとともに、既存中小企業の 

育成、新規産業の展開をはかる。 

〇鉱害復旧事業にあわせ赤池地区の商店の協 

同化、共同店舗化を促進レ、赤池、中尾地 

区住民を対象とする近隣商店街の形成をは 

かる 

0 商工会主催による祭り、イベントの充実を 

はかる 

〇主要地方道北九州一小竹線の沿道を本町の 

中心商業地区と位置づけ、車利用を考慮し 

た商店街形成をはかる 

・〇田川ー直方バイパス沿道には、通過客を対 

象とした沿道立地型商店の立地を誘導する 

0 地域の商業は地域で守り育てる意識の高揚 

をはかる 

I 

I 

1 
-2 ）工 業 I 

工業は地域経済の活力の源であるl 

＝ との視点に立って、即存の中小企業1 

および地場産業の体質強化、技術向1 

上に努めるとともに、域外からのエ I

業の導入を積極的にはかり、赤池工I 

業団地への立地を促進する。 また、 ！ 

地域の農産物資源等を活用した新た！ 

な産業を起こすなど、総合的な工業I 

の振興策を展開する。 

既存商店の協同化、共同店舗化を 

促進するとともに、地元住民との関 

係を強化し、魅力ある商店街の形成 

をはかる。また、主要地方道北九外~ 

一小竹線沿道には本町の中心商業地 

区の形成を、田川ー直方バイパス沿 

道には沿道立地型商店の誘致、建設 

を促進する。 

-3 ）商 業 

モータリゼーションの発達などに 

より流出傾向の強い購買力を引き戻 

すため、商工会等の組織強化、指導 

体制の充実により協同化を積極的に 

推進し、地域の特性に応じた極め細 

かなサービスによる魅力ある商業地 

区の形成をはかる。 

また、住民に対し、地域の商業は 

地域で守り育てる意識を高めるよう 

努力する。 

ー〇上野地区への入ロに観光案内、特産物販売 

及び休憩機能を有する（仮称）観光案内セ 

ンターの建設を促進する 

ー〇鷹取山を出会いの森と位置づけ、少年自然 

の家誘致に努める 

ー〇老朽化した天郷青年の家の改築を検討する 

ー〇上野峡キャンプ場の整備についての検討を 

行なう 

ー0（仮称）上野峡自然公園の整備を促進する 

ー〇観光客の安全で円滑な移動を確保するため 

道路整備にとともに大型駐車場及び観光ル 

ート案内標識を整備する 

ー〇地元住民に対し観光客を暖かく迎えるため 

の意識向上をはかる 

ー〇上野焼陶器祭りの充実（民間主体で） 

1 

' 

I 
-4 ）観 光 1 

本町の恵まれた自然的資源、特色~ 

のある歴史的資源、文化的資源を活 
~ 

活
夷
議
ぎ
産
業
基
盤
の
形
成
に
向
げ
 

、 

「
夏
近
し
」
そ
ん
な
言
葉
が
聞
こ
え
 

て
き
そ
う
な
熱
い
日
射
し
の
五
月
八
日
 

「
赤
池
町
民
と
警
察
と
の
ふ
れ
あ
い
広
 

場
」
が
町
民
会
館
を
主
会
場
に
し
て
開
 

催
さ
れ
ま
し
た
。
 

当
日
は
町
内
の
四
保
育
園
の
園
児
、
 

小
、
中
学
校
の
生
徒
な
ど
、
お
よ
そ
一
一
 

千
人
が
会
場
へ
集
ま
り
、
田
川
署
か
ら
 

日
野
町
長
、
田
川
警
察
署
長
塔
乗
の
、
 

「
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
飛
来
」
。
小
、
中
学
校
 

生
徒
に
よ
る
 
「
一
日
役
職
員
」
の
紹
介
、
 

あ
い
さ
つ
 
「
交
通
安
全
の
指
人
形
劇
」
 

「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
安
全
効
果
実
験
」
 

「
白
バ
イ
、
パ
ト
カ
ー
の
展
示
」
「
交
通
 

事
故
相
談
室
」
「
警
察
犬
の
臭
気
訓
練
」
、
 

十
八
、
十
九
、
二
十
各
支
所
の
田
川
警
 

察
署
「
モ
デ
ル
地
区
指
定
」
の
看
板
贈
 

呈
と
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
で
 

普
段
あ
ま
り
ふ
れ
合
う
こ
と
の
な
い
警
 

察
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
又
、
雲
一
 

つ
な
い
青
空
に
、
千
五
百
個
の
カ
ラ
フ
 

ル
な
風
船
を
飛
ば
し
、
暴
力
、
交
通
事
 

故
の
な
い
 
「
赤
池
町
」
 
を
作
っ
て
い
く
 

こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。
 

初
め
て
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
乗
っ
た
日
 

野
町
長
は
 
「
空
か
ら
見
た
赤
池
町
は
、
 

緑
豊
か
な
基
盤
整
備
の
進
ん
だ
美
し
い
 

町
だ
と
の
認
識
を
深
め
ま
し
た
。
こ
の
 

私
た
ち
の
町
を
、
暴
力
や
交
通
事
故
で
 

汚
染
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
こ
の
 

よ
う
な
催
し
物
を
企
画
し
て
い
き
ま
す
」
 

と
力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

、
 

保険半10免除制度あります個民年金） 国民健康保険とは？ 
春v
'v
お
 

あ
る
日
突
然
、
私
た
ち
の
 

生
活
を
襲
う
病
気
や
ケ
ガ
。
 

た
っ
た
一
人
の
病
人
で
、
そ
 

の
家
庭
は
暗
く
な
り
、
多
額
 

の
医
療
の
負
担
に
家
族
が
苦
 

し
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

そ
の
よ
う
な
時
の
た
め
に
 

日
頃
か
ら
収
入
に
応
じ
た
負
 

担
を
し
、
お
互
い
の
助
け
合
 

い
の
精
神
か
ら
生
ま
れ
た
の
 

が
「
健
康
保
険
」
と
い
う
制
 

度
で
す
。
 

"
 

ド
 

熟鯵n 

臓
 展
縄
 

国
民
年
金
を
納
め
た
く
て
 

も
、
失
業
や
災
害
な
ど
の
た
 

め
に
納
め
る
こ
と
が
ど
う
し
 

て
も
困
難
な
方
は
、
納
め
ら
 

れ
な
い
事
情
を
書
い
た
申
請
 

書
を
役
場
に
提
出
し
て
保
険
 

料
の
免
除
を
申
請
す
る
こ
と
 

が
で
き
ま
す
。
免
除
基
準
に
 

観光意識の変化を的確に把握し、 

上野地区ー帯を出会いとふれあいと．-

やすらぎの観光振興ゾーンとして総 

合的に整備を進める。 

用し、積博的に観光の振，をはかる。~ 

近年の多様化する観光客のニーズ~ 

を的確にとらえるよう努め、 「参加I 

し体験する観光」、「学ぶ観光」、「く 

つろぎやすらぐ観光」の充実をはか 

る。 

また、広域的に分布する観光資源 

の有機的連携をはかり、広域観光ネ 
ットワータ／の確立に努める。 

勤
務
先
の
保
険
に
入
っ
て
い
る
人
や
 

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
以
外
は
す
 

べ
て
国
民
健
康
保
険
に
入
り
保
険
税
を
 

納
め
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

③
病
気
に
な
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
 

健
康
は
病
気
に
な
っ
て
は
じ
め
て
そ
 

の
大
切
さ
が
わ
か
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
 

「
病
気
に
な
ら
な
い
か
ら
、
病
院
に
行
 

か
な
い
か
ら
保
険
税
を
払
わ
な
い
」
こ
 

の
考
え
方
は
間
違
い
で
す
。
保
険
税
は
 

国
や
県
か
ら
の
補
助
と
合
わ
せ
て
、
み
 

な
さ
ん
が
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
時
の
医
 

療
費
や
、
子
供
が
生
ま
れ
た
り
家
族
の
 

誰
か
が
亡
く
な
っ
た
時
の
給
付
に
必
要
 

な
費
用
に
あ
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

特
別
な
事
情
も
な
く
保
険
税
を
滞
納
 

し
た
場
合
、
保
険
証
の
返
還
を
求
め
ま
 

す
。
必
ら
ず
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
 

ド
 

該
当
す
れ
ば
、
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
 

申
請
さ
れ
た
方
は
今
年
の
四
月
か
ら
来
 

年
の
三
月
ま
で
の
一
年
間
の
保
険
料
が
 

免
除
さ
れ
ま
す
。
学
生
や
年
金
受
給
者
 

な
ど
希
望
に
よ
り
加
入
し
た
方
に
は
、
 

免
除
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

保
険
料
が
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、
老
 

齢
基
礎
年
金
の
金
額
は
、
納
め
た
時
の
 

三
分
の
ー
で
計
算
さ
れ
ま
す
。
 

保
険
料
が
免
除
さ
れ
た
方
は
、
後
に
 

ゆ
と
り
が
で
き
た
と
き
、
さ
か
の
ぼ
っ
 

て
十
年
以
内
の
期
間
に
つ
い
て
保
険
料
 

を
納
め
る
「
追
納
」
が
で
き
ま
す
。
 

歯の衛生週間ー一4日～10日（厚生省） 
男女雇用機会均等月間-1日～30日（労働省） 



ゆ
 

、 

町
内
の
二
路
線
の
J
R
九
州
バ
ス
（
 

旧
国
鉄
バ
ス
）
の
運
行
が
赤
字
の
た
め
 

ス
ト
ッ
プ
し
ま
す
（
休
止
）
。
し
か
し
利
 

用
し
て
い
る
人
は
少
な
い
人
数
で
す
が
 

い
る
の
で
す
。
今
ま
で
あ
っ
た
物
が
無
 

く
な
る
と
困
る
の
で
す
。
赤
池
町
と
し
 

て
は
、
こ
ん
な
考
え
か
ら
赤
池
町
福
祉
 

協
議
会
の
協
力
を
得
て
6
月
の
中
頃
か
 

ら
（
原
稿
締
切
の
都
合
で
は
っ
き
り
と
 

分
か
ら
な
い
の
で
す
。
お
わ
び
し
ま
す
。
）
 

今
ま
で
の
二
路
線
を
ベ
ー
ス
に
町
内
を
 

循
環
す
る
無
料
バ
ス
を
走
ら
せ
ま
す
。
 

役
場
に
用
事
の
あ
る
時
、
買
物
、
町
内
 

の
散
策
と
幅
広
い
利
用
を
お
願
い
し
ま
 

す
。
各
地
区
を
通
る
時
間
、
バ
ス
停
留
 

所
な
ど
詳
し
く
わ
か
り
次
第
、
文
書
を
 

配
付
し
ま
す
。
期
待
し
て
下
さ
い
。
で
 

も
財
政
の
苦
し
い
中
、
福
祉
目
的
の
バ
 

‘
●
‘
ユ
‘
ュ
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、
、
ノ
ト
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ユ
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、
‘
‘
ュ
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ユ
ノ
‘
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ノトI
一
、
山
‘
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‘
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圏
交
通
事
故
相
談
 

o
日
時
”
井
毎
日
（
た
だ
し
日
祭
日
、
第
 

2
、
第
3
土
曜
日
は
休
み
、
他
の
土
曜
 

日
は
正
午
ま
で
）
9
時
 30 

分
、
 16 

時
 40
 

分
 

〇
弁
護
士
相
談
日
【
と
母
週
金
曜
日
 13 

時
 

ー
 16
 

時
 

o
間
い
合
せ
”
廿
小
倉
北
区
紺
屋
町
9

の
 

1
。
0
9
3
1
5
2
1
1
2
1
4
0
 

成人病予防には 

食生活改善から 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
香
典
返
し
】
浦
田
渉
（
大
谷
）
〇
戸
 

次
光
生
（
緑
ケ
丘
N

・T

）
〇
丸
山
富
 

士
夫
（
猿
畑
2

）
〇
高
瀬
俊
恭
（
松
本
 

1
)

 【
特
別
賛
助
会
費
】
（
一
ロ
一
万
円
）
福
 

祉
セ
ン
タ
ー
食
堂
杉
の
子
ー
一
口
〇
村
 

上
電
器
“
【
一
口
〇
中
野
住
宅
設
備
機
器
 

“
【
一
口
〇
ア
ワ
ヤ
呉
服
店
”
廿
一
口
〇
庚
申
 

窯
元
“
廿
一
口
〇
赤
池
町
火
曜
会
H
廿
 15 

口
 

【
賛
助
会
費
】
（
一
ロ
千
円
）
大
坪
輝
明
 

“廿5

口
〇
森
千
代
子
1
5

口
〇
伊
藤
利
 

子“廿 
10 

口
〇
大
森
高
市
”
廿
2

口
 

【
寄
附
】
上
野
焼
協
同
組
合
”
廿
5
万
円
 

【
古
切
手
】
九
光
石
油
”
廿
 87 

枚
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

〇
長
尾
舞
踊
（
嘉
穂
郡
穎
田
町
）
、
バ
 

ナ
ナ
 12
 

ぬ
〇
山
幸
建
設
（
市
場
）
、
ビ
 

ー
ル
 
40 

本
、
清
酒
3
升
〇
小
松
篤
生
（
 

ス
を
走
ら
せ
る
の
で
す
か
ら
、
利
用
し
 

な
く
て
は
な
ん
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
し
 

つ
こ
く
お
願
い
し
ま
す
。
利
用
し
て
下
 

さ
い
。
 

/ 

ロm 価牲［1どノブー（U誓丁事 

ト「ふれあい号」の2号、3号が 

町内循環バスとして走行します喝 

圏
「
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
ふ
く
お
か
」
 

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
募
集
 

忌
ま
わ
し
い
交
通
事
故
を
無
く
す
た
 

め
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
 

ル
を
守
っ
て
い
く
。
そ
れ
を
定
着
さ
せ
 

る。 

そ
ん
な
訳
で
「
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」
 

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
役
 

場
総
務
課
企
画
係
ま
で
（
窓
ロ
②
内
線
 

4
2
)
 

, 

健
康
教
室
⑦
 

ー
糖
尿
病
に
つ
い
て
ー
 

鶴
長
 
治
 

（纂 
赤
 

贋
 

糖
尿
病
、
特
に
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
非
依
 

存
型
（
n
型
）
糖
尿
病
は
、
多
く
の
場
 

合
、
食
事
療
法
と
運
動
療
法
を
き
ち
ん
 

と
実
行
す
る
こ
と
で
良
好
な
コ
ン
ト
ロ
 

ー
ル
を
得
る
事
が
で
き
る
の
で
す
が
、
 

イ
ン
シ
ュ
リ
ン
依
存
型
（
I
型
）
糖
尿
 

病
や
、
 

一
部
の
五
型
糖
尿
病
の
患
者
さ
 

ん
に
は
、
薬
を
使
う
こ
と
で
き
ち
ん
と
 

し
た
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
得
る
よ
う
に
し
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

そ
の
薬
物
療
法
に
つ
い
て
、
今
回
お
話
 

を
い
た
し
ま
す
。
 

①
薬
物
療
法
の
適
応
 

ど
う
い
う
時
に
薬
物
を
使
わ
な
け
れ
 

ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
と
、
 

D
食
事
療
法
と
運
動
療
法
の
み
で
は
 

糖
尿
病
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
な
い
 

場
合
…
つ
ま
り
薬
物
を
使
う
か
ら
と
い
 

っ
て
、
食
事
療
法
や
運
動
療
法
を
し
な
 

く
て
良
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
で
 

す。 の
薬
に
よ
っ
て
す
ぐ
に
代
謝
異
常
（
 

体
の
不
調
）
を
改
善
さ
せ
る
必
要
が
あ
 

る
場
合
…
こ
の
場
合
は
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
 

を
使
い
ま
す
。
 

②
薬
物
療
法
の
種
類
 

D
経
口
血
糖
降
下
剤
 

口
で
脳
む
糖
尿
病
の
薬
物
で
A
食
事
療
 

法
と
運
動
療
法
を
、
き
ち
ん
と
や
っ
て
 

い
る
の
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
不
充
分
な
 

場
合
、
B
合
併
症
（
視
力
障
害
、
腎
障
 

害
、
神
経
障
害
な
ど
）
が
あ
り
、
コ
ン
 

ト
ロ
ー
ル
が
不
充
分
な
場
合
に
使
い
ま
 

す。 

た
だ
し
、
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
依
存
型
 

(I
型
）
糖
尿
病
に
は
無
効
で
す
。
 

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
基
準
は
、
食
前
の
 

空
腹
時
血
糖
値
が
即
昭
／
d
以
下
に
保
 

つ
よ
う
に
し
ま
す
。
た
だ
し
血
糖
が
下
 

が
り
す
ぎ
る
と
言
う
副
作
用
…
低
血
糖
 

…
が
あ
る
の
で
空
腹
時
血
糖
は
 90 

昭
ノ
 

d
か
ら
即
昭
ノ
d
ぐ
ら
い
に
保
つ
よ
う
 

に
し
ま
す
。
 

の
ィ
ン
シ
ュ
リ
ン
 

注
射
で
使
う
糖
尿
病
の
薬
物
で
、
A
 

イ
ン
シ
ュ
リ
ン
依
存
性
（
I
型
）
糖
尿
 

病
の
場
合
、
B
糖
尿
病
性
昏
睡
な
ど
の
 

急
性
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
不
足
の
場
合
、
c
 

他
の
病
気
を
併
発
し
た
場
合
…
急
性
肺
 

炎
な
ど
の
感
染
症
、
外
科
的
手
術
な
ど
 

D
妊
娠
し
た
場
合
、
E
経
口
血
糖
降
下
 

剤
で
は
充
分
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
 

場
合
、
E
合
併
症
（
網
膜
症
、
腎
症
、
 

神
経
障
害
）
が
激
し
い
場
合
に
使
用
し
 

ま
す
。
 

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
基
準
は
、
A
自
覚
 

症
状
（
ロ
の
か
わ
き
、
多
尿
、
倦
怠
感
 

な
ど
）
が
な
い
こ
と
R
食
前
空
腹
時
血
 

糖
値
が
m
か
ら
即
昭
ノ
d

に
保
つ
よ
う
 

に
す
る
こ
と
、
C
低
血
糖
を
お
こ
さ
な
 

最近私たちの食生活は欧米型に近づき 

血液に関係する成人病が急増しています。 

このままの食生活を続けていくと病気も 

欧米並みになり、心臓移植等も身近なこ 

ととなってきます。 でも喜んで下さい。 

私たちは海の幸に恵まれています。一昔 

前までは油味の多い青魚は高血圧症、動 

脈硬化症等には悪い食べ物でしたが、研 

究が進むにつれて、魚の油に含まれるE 

PA （エイコサペンタエン酸）が次のよ 

うなすばらしい作用があることがわかっ 

てきました。 

① 血液が粘らず心筋硬塞や脳硬塞の原 I 

因となる血栓をつくらせない働きをする。 

② 血液中のコレステロール値を下げる。 

特にコレステロールの運び屋であるリポ 

蛋白の悪玉を減らす働きをする0 

③ 動脈硬化の原因となる中性脂肪を下 

げる働きをする。 

つまり現在、わが国の死亡原因の上位 

にあげられる循環器系の疾患に効果があ 

るというわけです。特にイワシにはカル 

シウム、ビタミン等を多く含み発育盛り 

の子供さんから貧血気味の女性まで。そ 

の上、老化を防止する作用まであるので 

すから、家族みんなでいただけます。最 

近ではイワシの有効成分を生かした健康 

食品まで売り出されているほどです。イ 

ワシ、サバ、サンマ、アジ等を食卓ヘク 

もちろん野菜、海草類等も食べ、バラン 

スよくとることを 

忘れずに。 

あなたの動脈硬 

化進んでいません 

か？6 月、 7月、 

9 月に一般検診が 

あります。一度血 

液検査、眼底検査 

等をしてみません 

か？くわしくは回 

覧板で。 

上
野
）
ビ
ー
ル
 20 

本
、
清
酒
3
升
〇
木
 

月
睦
夫
（
赤
池
）
ビ
ー
ル
 40 

本
、
サ
イ
 

ダ
ー
 20 

本
、
清
酒
5
升
 

×
 【休館日】 【心配ごと相談日】 

毎週月曜日 7日、17日、27日 
第3日曜日（家庭の日） 午前10時～午後3時 

【福祉バス運行日】 【健康相談日】 
休館日を除く毎日 第1水曜日（6月2日） 

【演 芸】 【仏教講演会】 

入館者へ自由に舞台を 6月16日（火） 
提供します 午前n時～ 

× ※ゲートボール場（ナイター可）も自由にご利用下さい。 ノ 
、～ ーーーノ 

投
 

俳
句
雑
考
⑩
 

三
木
 
春
翁
 

「
月
日
は
百
代
の
過
客
に
し
 

て
、
行
か
ふ
年
も
又
旅
人
也
」
 

芭
蕉
は
百
代
の
過
客
の
如
く
 

生
涯
の
多
く
を
旅
に
過
し
た
。
 

芭
蕉
は
旅
に
何
を
求
め
、
何
を
 

究
め
ん
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
 

生
涯
婆
ら
ず
、
定
住
の
家
な
 

く
、
自
然
の
山
河
を
草
枕
と
し
、
 

旅
に
年
月
を
過
し
た
芭
蕉
は
、
 

自
然
の
山
河
の
中
に
天
の
心
を
 

見
、
天
の
心
に
よ
っ
て
俳
句
の
 

道
を
切
り
開
い
た
の
か
も
知
れ
 

ぬ
 

〇
山
路
来
て
何
や
ら
床
し
董
草
 

旅
の
山
路
に
見
た
董
草
は
、
 

芭
蕉
に
と
っ
て
珠
玉
の
花
で
あ
 

り
、
天
の
花
で
あ
っ
た
。
孤
独
 

の
旅
の
心
に
一
花
の
董
草
は
、
 

肉
親
の
あ
た
た
か
い
情
愛
、
或
 

‘
，
ノ
 

ノ‘ 

は
恋
人
に
で
も
会
っ
た
心
境
を
覚
え
て
 

花
を
眺
め
た
の
で
あ
ろ
う
 

〇
旅
人
と
我
名
よ
ば
れ
ん
初
し
ぐ
れ
 

初
し
ぐ
れ
は
、
晩
秋
初
冬
の
季
節
を
 

表
わ
す
。
乃
ち
冬
の
予
告
で
あ
り
、
寒
 

さ
に
向
ふ
黄
信
号
で
あ
る
。
に
も
拘
ら
 

ず
、
芭
蕉
は
草
桂
を
は
き
旅
装
を
整
え
 

て
旅
に
出
る
。
晩
秋
の
寂
寒
も
冬
の
寒
 

さ
も
芭
蕉
に
は
心
に
な
く
、
無
限
の
月
 

日
の
過
客
に
従
っ
て
旅
を
行
く
の
で
あ
 

る
。
求
道
者
の
宿
命
で
あ
り
、
勇
気
で
 

あ
り
努
力
で
あ
る
。
 

〇
ち
、
は
、
の
し
き
り
に
こ
ひ
し
雑
の
 

声
 

天
涯
孤
独
の
芭
蕉
に
と
っ
て
、
自
然
 

の
風
物
は
唯
一
の
友
で
あ
り
、
恋
人
で
 

あ
り
、
神
で
あ
る
。
然
し
、
時
と
し
て
 

人
間
と
し
て
の
愛
情
を
覚
え
る
こ
と
も
 

あ
る
。
身
辺
に
肉
親
の
あ
た
た
か
い
情
 

愛
の
な
い
彼
に
と
っ
て
、
無
性
に
ち
、
 

は
、
を
恋
る
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
 

遠
い
日
に
抱
か
れ
た
ち
、
は
、
の
愛
情
 

い
こ
と
で
す
。
 

③
経
口
血
糖
降
下
剤
や
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
 

は
種
類
も
多
く
、
使
い
方
も
い
ろ
い
ろ
 

あ
り
ま
す
の
で
、
糖
尿
病
患
者
さ
ん
は
 

必
ら
ず
自
分
の
使
用
し
て
い
る
薬
剤
の
 

名
前
、
量
、
使
用
方
法
及
び
そ
の
作
用
 

に
つ
い
て
必
ら
ず
主
治
医
に
聞
い
て
覚
 

え
て
お
く
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
食
事
 

療
法
、
運
動
療
法
を
よ
り
い
っ
そ
う
き
 

ち
ん
と
や
っ
て
、
定
期
的
に
病
院
で
チ
 

エ
ッ
ク
を
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
す
。
 

で
き
れ
ば
、
糖
尿
病
手
帳
と
病
院
の
名
 

前
、
主
治
医
の
名
前
の
書
い
て
あ
る
連
 

絡
カ
ー
ド
、
そ
し
て
低
血
糖
時
の
た
め
 

の
砂
糖
な
ど
は
い
つ
も
持
ち
歩
く
よ
う
 

に
し
て
お
き
ま
す
。
低
血
糖
に
つ
い
て
 

は
次
回
お
話
を
い
た
し
ま
す
。
 

環境週問 5日～11日（環境庁） 

を
維
の
鳴
く
声
に
思
い
出
し
、
こ
の
句
 

を
得
た
の
で
あ
ろ
う
。
維
の
鳴
く
声
は
 

乃
ち
孤
独
の
旅
の
芭
蕉
の
泣
く
声
で
も
 

あ
る
。
 

〇
行
き
ノ
く
、
て
た
ふ
れ
伏
す
と
の
萩
の
 

原
（
曽
良
）
 

〇
旅
に
病
ん
で
夢
は
枯
野
を
か
け
廻
る
 

（
芭
蕉
）
 

生
涯
を
旅
に
過
す
者
に
と
っ
て
、
行
 

き
ノ
、
て
野
山
に
倒
れ
伏
す
と
も
後
悔
 

は
な
い
。
野
の
萩
、
山
の
薄
に
死
す
こ
 

と
は
、
旅
人
の
本
望
で
あ
る
か
も
知
れ
 

ぬ。 蕉
風
の
俳
句
を
確
立
し
た
芭
蕉
も
旅
 

に
病
ん
で
枯
野
を
か
け
廻
る
夢
の
中
に
 

逝
っ
た
。
 

（
散
歩
で
得
た
紅
の
蔓
バ
ラ
ー
輪
を
 

卓
上
に
、
芭
蕉
集
を
緒
き
、
こ
の
拙
文
 

を
書
く
。
）
 

つ
 
れ

づ

 れ
 
に
⑩
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
松
本
た
か
し
 

〇
J
R
九
州
歴
史
新
発
足
桜
開
花
 

〇
日
の
永
し
野
宴
の
無
台
木
組
な
る
 

さ
え
ず
 

〇
噂
や
カ
ー
テ
ン
白
々
目
覚
め
佳
き
 

〇
議
長
音
吐
桜
ま
つ
り
や
全
員
乾
杯
 

〇
花
の
幕
舞
台
開
き
や
三
番
隻
 

た
け
な
 

〇
花
日
和
野
宴
酎
わ
日
除
帽
 

〇
梯
生
会
寺
に
詣
で
ず
日
を
過
す
 

〇
統
一
地
方
選
自
民
惨
敗
花
あ
ら
し
 

〇
予
算
強
行
場
当
り
採
決
花
散
れ
り
 

〇
定
数
に
町
議
無
投
票
春
暮
る
、
 

主要国首脳会議-8日～10日イタリア・ベネチアで（外務省） 



士
夫
ー
 

心はいつもバレーボール 
婦人バレー 
教室開催 

つねに健康的な若さと変らない美しさ 

は女性の願い。 バレーボールで今以上に 

美しくはなれませんが維持することがで 

っ きれば ？皆さん、誘い合って参加し 

,a て下さい。 

〇日時 毎週土曜日午後S時～10時まで 

〇場所 町民会館 

〇会費 年間1,000円 

〇申込み、問い合せ 体協バレーボール 

部 ft28- 4 1 0 0 

イ ．“，、ー一一一．→A 一一ー 
農栗委員会委員 

選挙が行われます 
任期満了による農業委員会委員選挙が次のとおり行われ 

る予定です。 

D 選挙の期日ノ7 月12日（日） 

レ投票所ノ赤池町役場（1 カ所のみ） 

レ投票できる人ノ1月1日現在で農家のみなさんから提 

出していただいた申請書に基づき調整した選挙人名簿に 

登録されている人で、その後も赤池町に住んでいる人。 

× ノ 

分の器の手で 
かv
'
v
春
 

ノ
＼
（
大
和
一
 

× 

「町内を美しく」大和 

1組では、この言葉を合言葉に、毎年 

梅雨に入る前になると、溝掃除、草むしりなどの 

作業を行っています。今年は5月10日（日）、せっか 

くの休みの日を25人の人達が、午前中約2時間か 

けての作業に汗を流してくれた結果、軽トラック 

1杯以上のゴミが赤池町から無くなりました。 

お疲れ様でした。ありがとうございました。 

組 
、、ーノ 

⑨
⑤
⑩
の
0
⑩
 

予
防
・
相
談
・
検
診
 

◆
乳
児
保
育
相
談
 

六
月
十
五
日
囲
 
町
民
会
館
 

10 

時
ー
 11
 

時
 30
 

分
（
生
唯
が
絹
）
 

◆
三
種
混
合
 

六
月
十
九
日
団
 
町
民
会
館
 

13
 

時
 30
 

分
ー
 14 

時
 30 

分
（
生
雌
妬
静
）
 

◆
日
本
脳
炎
 

〇
六
月
十
二
日
国
 
町
民
会
館
 

13
 

時
 30 

分
ー
 14
 

時
 30 

分
（
赤
池
m
語

ぜ

 

o
六
月
二
十
三
日
因
 
四
区
公
民
館
 

13
 

時
 30 

分
ー
 14
 

時
 30 

分
（
上
野
m
鵡

せ

 

〇
六
月
二
十
四
日
困
 
市
場
小
保
健
室
 

13
 

時
 30
 

分
ー
 14
 

時
 30 

分
（
市
場
m
語

せ

 

◆
老
人
一
般
健
診
 

六
月
三
十
日
因
 
同
和
対
策
中
央
研
 

修
所
 
13
 

時
 30 

分
ー
 14
 

時
 30 

分
 

※
間
診
、
身
体
計
測
、
尿
検
査
、
血
圧
 

な
ど
一
般
診
査
。
異
常
が
あ
る
人
は
、
 

心
電
図
な
ど
の
精
密
診
査
を
行
い
ま
す
。
 

料
金
、
一
般
診
査
ー
百
円
、
精
密
診
査
 

"n
五
百
円
（
た
だ
し
、
七
十
歳
以
上
の
 

方
は
無
料
で
す
）
 

圏
児
童
手
当
の
現
況
届
の
提
出
 

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
 

毎
年
6
月
中
に
現
況
届
を
提
出
す
る
よ
 

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
届
を
出
さ
な
い
 

と
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
、
6
月
分
以
 

降
の
児
童
手
当
の
支
払
い
を
受
け
る
こ
 

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
 

〇
提
出
先
・
問
い
合
せ
“
廿
役
場
福
祉
係
 

窓
口
7
番
。
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圏
福
岡
県
保
母
試
験
 

〇
試
験
日
1
8
月
5
日
1
7

日
 

〇
会
場
ー
保
育
短
期
大
学
お
よ
び
第
」
 

経
済
大
学
 

〇
願
書
受
付
“
【
6
月
9
日
、
 19
 

日
 

〇
要
綱
・
願
書
“
廿
6
月
2
日
よ
り
各
福
 

祉
事
務
所
で
配
付
 

園
保
母
資
格
試
験
準
備
講
習
会
 

〇
受
講
資
格
ー
①
高
等
学
校
か
同
等
以
 

上
の
学
校
を
卒
業
し
た
方
②
満
 18 

歳
を
 

過
ぎ
て
児
童
福
祉
施
設
で
3
年
以
上
児
 

童
の
保
護
に
従
事
し
た
方
 

O
期
間
】
一
7
月
 21 

日
1
8
月
1
日
 

〇
受
講
料
“
廿
9
千
円
（
全
科
目
）
 

〇
申
込
み
“
廿
申
込
み
書
（
6
月
1

日
以
 

降
に
各
福
祉
事
務
所
に
準
備
）
に
受
講
 

料
を
添
え
て
、
福
岡
県
保
育
所
連
盟
へ
 

〇
受
付
期
間
“
廿
6
月
 18
 

日
1
7
月
 11
 

日
 

〇
間
い
合
せ
ー
福
岡
県
保
育
所
連
盟
 

（
福
岡
市
博
多
区
千
代
一
丁
目
二
一
二
）
 

云
0
9
2
1
6
4
1
1
7
9
3
4
 

圏
交
通
遺
児
育
成
資
金
の
貸
付
 

⑥
対
象
者
ー
自
動
車
事
故
に
よ
り
死
亡
 

ま
た
は
重
度
の
後
遺
障
害
が
残
っ
た
方
 

の
子
弟
（
0
才
か
ら
中
学
校
を
卒
業
ま
 

で
の
幼
・
児
童
）
で
、
そ
の
保
護
者
が
 

住
民
税
を
納
め
て
い
な
い
な
ど
の
要
件
 

が
あ
り
ま
す
。
 

⑥
貸
付
け
金
額
”
n
当
初
の
1
時
金
（
 13
 

万
2
千
円
）
、
貸
付
け
期
間
中
の
月
額
 

(1
万
5
千
5
百
円
）
、
入
学
支
度
金
（
 

3
万
6
千
円
）
 

⑨
貸
付
期
間
ー
貸
付
け
が
決
ま
っ
た
時
 

か
ら
中
学
校
を
卒
業
す
る
時
ま
で
 

！
ノ
 

6
月
号
の
編
集
を
終
え
ホ
ッ
ト
ー
息
 

今
、
役
場
の
中
に
居
る
の
は
、
私
と
当
 

直
の
お
い
ち
ゃ
ん
の
二
人
だ
け
。
（
仕
事
 

が
さ
ば
け
ず
、
ち
ょ
っ
と
残
業
）
早
ノ
 

帰
っ
て
ビ
ー
ル
で
も
飲
み
テ
レ
ビ
の
前
 

で
ナ
イ
タ
ー
観
戦
で
も
し
た
い
け
ど
：
‘
。
 

思
う
よ
う
に
筆
は
進
ま
ず
。
 

外
は
雨
。
 
昨
日
よ
り
肌
寒
い
。
役
場
 

の
前
の
県
道
を
車
が
走
る
。
家
路
を
急
 

い
で
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
仕
事
の
最
 

中
か
？
「
健
康
で
仕
事
が
忙
が
し
い
内
 

が
花
」
 
こ
れ
私
の
親
父
の
口
ぐ
せ
。
木
 

当
に
そ
う
だ
と
実
感
で
き
た
の
は
つ
い
 

最
近
。
で
も
行
動
は
全
く
伴
わ
ず
煙
草
 

は
吸
う
し
、
大
酒
は
飲
む
し
、
体
に
い
 

い
こ
と
何
も
し
て
な
い
私
。
や
っ
ぱ
り
 

何
も
分
っ
て
な
い
の
か
な
。
 

◆
町
民
プ
ー
ル
監
視
員
募
集
◆
 

〇
7
月
 20 

日
1
8
月
 31 

日
ま
で
 

勤
務
可
能
な
方
 

O
 18
 

歳
以
上
の
男
子
（
高
校
生
は
除
く
）
 

〇
問
い
合
せ
・
申
し
込
み
 

教
育
委
員
会
。
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※
問
い
合
せ
先
 

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
福
岡
主
管
 

支
所
廿
0
9
2
1
4
5
1
1
7
7
5
1
 

6月は町県民税（1期分）と国民健康保険税（2期分）の納税月です 


